
 
 

令和５年４月 28 日 

国土交通省関東地方整備局 

国営昭和記念公園事務所 

 

東京、埼玉、神奈川所在の４国営公園等の整備･管理について 

～令和５年度 国営昭和記念公園事務所の事業概要～ 

 

令和５年度における国営昭和記念公園事務所の事業内容（国営昭和記念公園、国営武蔵丘陵

森林公園、国営東京臨海広域防災公園、明治記念大磯邸園）をお知らせいたします。 

 

詳細は、次頁以降の事業概要資料をご覧下さい。 

 

＜発表記者クラブ＞  

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、都庁記者クラブ、立川市政記者クラブ、埼玉県政記者クラブ、 

川越市政記者クラブ、東松山市政記者クラブ、熊谷市政記者クラブ、神奈川県政記者クラブ 

＜問い合わせ先＞  

関東地方整備局 国営昭和記念公園事務所 

【全体】（昭和記念･東京臨海） 

    副所長 新藤 勝巳（しんどう かつみ） 

    電話：０４２－５２４－１５１６ FAX：０４２－５２６－１４６６ 

    （武蔵丘陵･明治記念） 

    副所長 丸山 徳彦（まるやま なるひこ） 

    電話：０４６３－７９－８７００ FAX：０４６３－７９－８７０１ 

 

【各公園の事業概要について】 

＜国営昭和記念公園＞ 

調査設計課長 田中 希依（たなか きえ） 

電話：０４２－５２４－１０８９ FAX：０４２－５２６－１４６６ 

＜国営武蔵丘陵森林公園＞ 

国営武蔵丘陵森林公園出張所長 代島 昌泰（だいじま まさやす） 

電話：０４９３－５７－２１１５ FAX：０４９３－５６－５３７７ 

＜国営東京臨海広域防災公園＞ 

地域防災調整官 水田 仁志（みずた ひとし） 

電話：０３－３５２９－２１７１ FAX：０３－３５２９－２１７３ 

＜明治記念大磯邸園＞ 

副所長 丸山 徳彦（まるやま なるひこ） 

電話：０４６３－７９－８７００ FAX：０４６３－７９－８７０１ 



   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                             

 

 

 

 

国営武蔵丘陵森林公園 

国営昭和記念公園 

国営東京臨海広域防災公園 

国営昭和記念公園事務所の所管公園等 

KeyMap 

明治記念大磯邸園 

注：計数は、それぞれ四捨五入しているため端数において合計と一致しない場合があります。 

整備費 維持管理費 営繕宿舎費 計
国営昭和記念公園 197 1,206 16 1,419
国営武蔵丘陵森林公園 87 963 1 1,050
国営東京臨海広域防災公園 0 329 0 329
明治記念大磯邸園 1,760 0 5 1,765

計 2,044 2,497 22 4,563

名    称
Ｒ５年度事業費(百万円)



 

国営昭和記念公園（東京都立川市・昭島市） 
 
 
１．公園概要 

本公園は、昭和天皇御在位五十年記念事業として、昭和５４年１１月の閣議決定によ
り整備を進めているロ号国営公園です。昭和５５年から事業に着手し、昭和５８年１０
月に第１期開園しました。現在、計画面積約１８０.１haのうち、約１６９.４haを供用
しています。年間入園者数については、コロナ禍以前は例年４００万人前後でしたが、
コロナ禍以降、令和２年度は約１７９万人まで減少しました。行動制限が緩和された令
和４年度は約２８６万人と回復傾向になっています。 

なお、令和４年４月に第１期開園以来の累計入園者数が１億人に到達しております。 
 

２．事業概要 
① プールや残堀川調節池跡地等を含む昭島⼝周辺エリアを対象とした官⺠連携事

業に関する事業者の公募仕様を検討いたします。 
② 昭島⼝周辺エリアにおける土壌調査及び分析、対策方針のとりまとめを行います。 
③ 安定的継続的な利用環境を確保するため、老朽化した電気設備の更新を行います。 

 
    
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業予定箇所】 

：未開園区域 

【昭島口周辺エリア】 

 公募仕様検討業務 

土壌調査業務 



 

 
国営武蔵丘陵森林公園（埼玉県比企郡滑川町・熊谷市） 

 
 
１．公園概要 

本公園は、明治百年記念事業の一環として、⾃然を失いつつある都市の住⺠が緑を通
じて人間性を回復する場を確保するため整備された、全国で初めての国営公園（ロ号）
です。昭和４３年度から事業に着手し、昭和４９年度に概成開園し、約３０４ｈａの全
園を供用しています。年間入園者数について、コロナ禍以前は例年９０万人前後でした
が、コロナ禍以降、令和２年度は約６９万人まで減少しました。行動制限が緩和された
令和４年度は約７９万人と回復傾向になっています。 
 

 

 

２． 事業概要 

① 社会の変化や利用者ニーズを踏まえ、効率的な維持管理
のあり方を検討します。 

② 公共分野における脱炭素社会の実現に向け、園内での再
生可能エネルギーの導入に向けた実施設計を行います。 

③ 公園利用者の安全確保のため、サイクリングコースの修
繕を行います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【事業予定箇所】 

再生可能エネルギー 

発電設備実施設計業務 サイクリングコース修繕 



 

 
国営東京臨海広域防災公園（東京都江東区） 

 
 
１．公園概要 

本公園は､都市再生プロジェクト第 1 次決定の一環として、平成１６年 1 月に決定  
された「東京湾臨海部基幹的防災拠点整備基本計画」に基づき整備されたイ号国営公園
です。 

平成１５年度から事業に着手し、平成２２年７月 1 日に国営公園・都立公園（一部を
除く）を同時開園し、約６．７ha（都営公園約６．５ha を含め、総面積約１３．２ha）
を供用しています。年間入園者数について、コロナ禍以前は例年７０万人前後（敷地内
の防災体験学習施設には３０万人前後の年間入館者数）でしたが、コロナ禍以降、令和
3 年度は約２２万人まで減少しました。行動制限が緩和された令和４年度は約４０万人
（敷地内の防災体験学習施設には約１８万人の年間入館者数）と回復傾向になっていま
す。 

 
 

２． 事業概要 
① 引き続き防災公園としての公園機能の維持管理及び公園の運営を、計画的かつ適切

に進めていきます。 
② 利用者の防災力向上のため、防災体験学習施設の展示施設更新を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国営公園 

都立公園 

 

【事業予定箇所】 

【防災体験学習施設】 

展示施設更新 

約 6.7ha 
約 6.5ha 



 

明治記念大磯邸園（神奈川県中郡大磯町） 
 
 
１．公園概要 

本邸園は、明治期の立憲政治の確立等の歴史や意義を後世に伝えるため、「明治１５０
年」関連施策の一環として、神奈川県及び大磯町との連携の下、旧滄浪閣等の建物群及び
緑地の一体的、有機的な保存・活用を図ることを目的に平成２９年１１月の閣議決定によ
り設置されたもので、平成２９年度に事業着手しました。 

旧大隈別邸・陸奥別邸跡の邸宅は令和５年度、旧滄浪閣・⻄園寺別邸跡の邸宅・庭園は
令和７年度の公開を目指し、整備を進めています。 

令和２年１１月に第１期開園し、現在、旧大隈別邸・陸奥別邸跡のある東側区域の庭園
部分を公開するとともに、邸宅の修繕工事を実施しています。 

年間入園者数について、令和４年度は約1.７万人の入園がありました。 
 

２．事業概要 
① 旧大隈別邸・陸奥別邸跡の令和５年度の邸宅公開に向けて、邸宅修繕工事及び庭園

整備を実施します。 
② 旧滄浪閣・⻄園寺別邸跡の邸宅修繕及びエントランス棟の整備等を引き続き推進し

ます。 
③ 未買収地の取得を推進します。 

    
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業予定箇所】 
 

：国の区域 

：町の区域 

：開園区域 

旧滄浪閣 
（伊藤博文邸跡・ 
旧李王家別邸） 

⻄園寺別邸跡 

旧大隈別邸 

陸奥別邸跡 

邸宅修繕工事、庭園整備 

邸宅修繕工事、庭園整備 

エントランス棟整備 

未買収地取得 


